
区域の観光状況

（短所） 観光客の減 山間地域での道幅の狭さ （長所） 水・食材の良さ 平家伝説（鬼山御前伝説） （熊本地震後の影響）

山間地域での通行止め 山間部では積雪 登山ブーム 釈迦院の復活 風評被害で観光客の減少

登山のみの旅人の増加 鳥獣被害が増加 景色・紅葉の美しさ 宿泊施設やキャンプ場が多い 崖崩れ（道路破損、道幅の減少、景観の悪さ）

久連子古代の里の閉館

お出かけカレンダー
大項目 小項目 備考

五家荘関連 ① ② ③ ④⑩ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
①山開き②「芸」能舞台③サイクリング④やまめつかみ取り⑤左座
家茶会⑥五家荘の日⑦琵琶と夜神楽⑧緒方家イベント⑨福寿草
まつり⑩げんぺいつむぎ祭り

泉関連 ① ⑧ ② ③ ④ ⑦ ⑤ ⑥ ⑦
①花祭り②お茶祭り③岩奥夏季④お月見会⑤岩奥秋季⑥本屋敷
秋祭⑦栗木六大神宮大祭（春・秋）⑧献茶祭（八十八夜）

紅葉祭 代表的な樹木：野添の大銀杏、釈迦院の大杉、二本杉の大木

山女魚のつかみどり 1匹（200円から300円程度）

沢あそび インストラクター派遣可能

農家体験（民泊） 田植え、稲刈り、しいたけ・筍取りなど体験可能

狩猟講話（山散策） シカやイノシシの習性や捕獲の仕方、植物鑑賞など

登山 初心者カースから上級者までコース

工芸つくり 五家荘工芸・自然塾

柚子収穫体験 柿迫・下岳地区

柚子加工品つくり 柚子胡椒作り、柚子ジュースつくりなど

座禅体験 釈迦院

カタクリ　 雁俣山・京丈山

シャクナゲ 五家荘一帯

ヤマシャクヤク 五家荘一帯

福寿草 久連子・岩宇土山

その他（さくらなど） ① ① ① さくら（宮の崎の大桜、氷川ダム公園周辺）　①とりかぶと（樅木）

新茶

いわたけ

柚子（青柚・黄色柚子） 年間生産量：４０トン

農作物 ① ① ② ② ② ② ②③①②①②①②①② ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ①しいたけ　②唐辛子　③山椒　

魚 ① ① ① ① ① ① ①②①②①②①②①②①②①②①②①②①②①②①② ① ① ① ①山女魚　②鮎

五家荘のお節料理 五家荘の宝箱（五家荘宿の会）

猪鹿鳥街道スタンプラリー 主催：八代市商工会　狩猟期間：11月から2月

トマト

ブルーベリー

山 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

雲海

緒方家・左座家・五家荘平家の里 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

樅木の吊橋、梅の木轟公園吊橋 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

せんだん轟の滝 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

登山 矢山岳（展望台、トイレ、公園あり）、雁俣山（こども可能　60分コース有）

釈迦院 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

保口神社 ① ② ③ ①新緑　②紅葉　③雪景色

1月 2月

植物

3月

観光カルテ（泉・五家荘地域）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

食べ物

景観

観光施設

イベント

体験



きびっとポイント 地区のターゲット層（来てもらいたいお客様）

釈迦院 保口神社 （地域の特徴の説明）

　五家荘を中心とした平家伝説の資源ある

　自然豊かな地区であり、爽快な気分が味わえる場所が多い

　柚子や山菜など農作物が豊富に収穫できる

　豆腐作りややまめつかみどりなどココでしかできない体験がある

　旬の食材を使用する旅館や食堂での食事がおいしい

　地域でこどもが楽しめるイベントを企画している

　食文化やイベントなどに「山の知恵」が活かされている

（地域をオススメしたいターゲット層）

「もういちど釈迦院」をテーマとし、５０代から７０代の年齢層

五家荘の大自然を楽しむファミリー層

年齢 人口

０～１０ 49

１１～２０ 67

21～３０ 48

３１～４０ 74

４１～５０ 100

５１～６０ 151

６1～７０ 204

７１～８０ 178

８１～９０ 99

９１～ 9

計 979

これまでのイベントチラシ（平成28年～）

紅葉シーズンに五家荘をバスで観光するツアー 来訪者の増加及び活性化の促進を目的に 「一つの愛を求めて・・・」　鬼山御前伝説が残る五家荘 　　地区座談会で意見をもとにツアーをＤＭＯで企画。
更なるツアー内容をレベルアップ 本年度は7月23日に実施 「げんぺいつむぎ」で愛が結ばれる聖地として五家荘を 　　平成２８年１１月１６日（水）実施。参加者２１名
今シーズンは9月下旬以降に応募開始 ＰＲしていく（於：平家の里）
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年齢 人口

祭神は鬼山御前、若宮神、健磐龍命（タケイワタツノ
ミコト）である。初めは鬼山御前のみを祀っていた
が、阿蘇氏の支配下になった時に合祀されたもの
で、祭礼は毎年11月14日催される。

ひとこと
平家追討の第二陣、那須与市の嫡男は岩奥を通過
し保口に達したその時、鬼山御前も後を追い、保口
に共同生活する内、夫婦となり保口で一生を終わっ
たという。そのため、恋愛の神社として崇められた。
また、鬼山御前はおんぶした赤ちゃんにそのまま乳
を飲ませられるくらいの巨乳であった。そのため、こ
の神社からでる湧き水を飲むと胸が大きくなり、乳が
出やすくなるといわれ授乳者の飲み水として使われ
ている。

標高９８０ｍの山頂に位置する古刹。美里町側から3,333
段の石段を登り、景色を楽しむこともできる。信仰すると
長患いしないと言われ、４月８日の花祭りは特ににぎわ
う。毎月8日は釈迦院参拝の日し、本堂を開放している。

ひとこと
参拝の日には、釈迦院本堂で住職による祈祷体験がで
きる。住職が経本のページを大きくめくることで発する風
を全身に受け、身を清めて座禅を行う。最後は住職より
背中に活を入れてもらう。活を入れるときの音が大きいか
小さいかで、邪悪への効き目がわかるとのこと。
また、釈迦院への向かう道路では、気象状況が合えば、
雲海を望むことができる。
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